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「ひ
よ
う
た
ん
製
作
は
健
康
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
。
書
道

教
室
を
開
く
か
た
わ
ら
、
趣
味
で
ひ
ょ
う
た
ん
の
絵
付
け
に
励
ん
で

い
る
安
藤
幸
之
さ
ん
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

譲
り
受
け
た
ひ
ょ
う
た
ん
に
七
福
神
や
動
物
な
ど
を
描
写
し
た
と

こ
ろ
知
人
か
ら
大
好
評
。
以
来
自
ら
が
世
話
人
を
務
め
る
野
尻
地
区

愛
瓢
会
が
国
体
記
念
の
ひ
ょ
う
た
ん
を
来
町
し
た
選
手
に
贈
呈
し
た

ほ
か
、

１５
セ
ン
チ
程
度
の
千
成
り
ひ
ょ
う
た
ん
に
毎
年
千
支
を
描
い

て
全
国
各
地

へ
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
１
２
０
個
製
作
し
、
約

１
０
０
件
の
注
文
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「町
内
の
人
に
も
、
ひ
ょ
う
た
ん
製
作
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
安
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
年
８２
歳
に
な
る
安
藤
さ
ん
、
今
日
も
元
気
に
ひ
ょ
う
た
ん
製
作

に
励
ん
で
い
ま
す
。

町 の 匠
安藤幸之さん (津留」上町)

●

ガ
下田 愛さん

●

高森・横町 21歳
●お仕事

ゆめタウ ン光 の森 の

ACT-1で働いています。

●趣味
ショッピング。ドライブ。

愛犬と遊ぶこと。

●一番やりたいこと

必ず成功するダイエッ

ト (笑 )

●理想のタイプ

優 しくて思いや りのあ

る人。頼れる人。

ヽ
ヽ
、
―

高森町の人口の動き
世帯数/2,681戸 (+19)
男:3,608人 (-2)/女 :3,956人 (-14)
総 数/7,564人 (-16)
(平成17年 4月 30日 現在)

口床
′Fヨ

の上では初夏とな り、 日中は暖かい日が続いています。

毎年暑さの訪れが早 くなっているように思われ、 ここ

スコット
にも温暖化の影響が出ているのではないでしょうか。

今回家庭でできる省エネヘの取 り組みを紹介しました。す

く
゛
に全部取 り組もうとしても、なかなか長続きしないもので

す。まずは一人ひとりができることか ら始めてみましょう。

4葺
,員

ぷ編[:ラ::1で

環境だけでなく 家計も助けてみては

‖oヮ550 平成17年 6月 5日発行
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)ヨ ｀′■ξ 古紙配命イ 100%再生紙を使||,し ていまつ

Spll■lf

趣味は歌って踊っておしゃべ り

すること。将来の夢はプロゴル

ファーです !

父 安方 欽也さん

母   ちず子さん
(高森・昭和)

陽利ちゃん

:・

1`費
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安方 ′

1歳

ひより

An editorial postscript

森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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心配ごと相談
13:00～

鰺

友遊クラブ/朋
13:30～

万年青会/上
10:00^‐

6/《珀

鸞心
高森温泉館休館日

/温
友遊クラブ/朋
13:30～

嗜
橿
■

/温
3か 月児
林 13:

健 診
30^マ

友遊クラブ/朋
13:30^レ

年金相談/林
00～

環゙

はな しのぶ コン

サート/野
10:30^∨

よい歯の教室

林

13:30^V

山鵞
育児・児童相
/芙
13:00～

‰
≪
ノ

が

】
ヽ
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役場支払日

心配ごと相談/
芙 13:00～
子育て教室
13:30～

銀
響

威・

湧水 トンネル七

夕まつり/湧
9:00～ (～ 10日 )

T akamori alendar たかもリカレンダー  ■6月 5日 ～7月 9日

瘍渕鍼目1日磯劉l目口献鞘 国■胚細

〈
〓

館
館
集

蓉
遊
町

芙
朋
上

ありが
｀
どうご

｀
ざいまヒ

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>藤井 常夫

津留 義秋

津留 壽雄

宇藤 節子

甲斐富喜子

後藤 初男

■広報送料寄付

田上 一生 (福 岡県北九州市)

大谷 峯子 (奈 良県五條市)

林 林業総合センター
温 高森温泉館
議・議場

ブこ(敬称略)

丹  秀人

馬原 益夫

笠  理一

甲斐紗代子

甲斐サチ子

野
館

蘇
水

阿
湧

草 園芙
朋
上

野

湧 気
、
水
、
ガ
ス
、
ガ

ソ

リ
ン
な
ど

の
エ
ネ
ル

ギ

ー
や
資
源
。

し
か

し
、

こ
れ
ら
を
大
量

に
使
う
わ
た
し
た
ち

の
生
活
が
、
今
、
地
球

環
境
に
大
き
な
影
響

を
及
ば
し
始
め
て
い
ま

す
。
地
球
環
境

の
間

題
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー

（
省

エ
ネ
Ｙ

省
資

源

の
た
め
に
何
が

で
き

る
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
よ
り
、
大
気

中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
上
が
り
、
地

上
か
ら
出
る
熱
が
大
気
中
に
封
じ
込
め
ら
れ

て
気
温
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖

化
で
す
。
す
で
に
温
暖
化
に
よ
り
、
北
極
や

南
極
な
ど
の
氷
が
解
け
、
海
面
上
昇
に
よ
る

島
の
水
没
や
土
壌
浸
食
、
大
手
ば
つ
、
生
態

系
の
変
化
な
ど
の
悪
影
響
が
起
こ
り
始
め
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
熊
本
市
の
平
均
気
温

の
上
昇
や
天
草
で
の
熱
帯
性
さ
ん
ご
礁
の
発

生
な
ど
、
温
暖
化
の
兆
し
は
身
近
な
と
こ
ろ

に
も
出
て
い
ま
す
。

L‐

母
日
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
電

地
球
環
境
を
守
る
に
は

所

＼
）
ヽ羹

０

」

ノ）痒
こ

●

・

の

エ
ネ
か
ら

■
■
■

■

●   ●

●   ●

６
月
は
「環
境
月
間
」

おくヤみもうにあげ
｀
ます

2005年 4月 受付分 (敬称略)

[住 所]

高 森 。 冬 野

上色見・洗 川

町

町

町

留

神

原

山

町

横

下

下

津

天

栃

村

下

温室効果ガス

，
■

※温室効果ガスとは、 C02や フロン、

太陽か らの熱を大気中に封 じ込め、地

働きがあるものをいいます。

[死亡者]

宇藤フミ子

竹永今朝松

藤井マルエ

馬原 廣雄

津留 純子

津留サヨ子

宇藤ヒサエ

甲斐 新也

川元マスノ

桐原ヨシ子

[年齢]

79

86

77

96

53

84

93

54

101

88

[御遺族]

宇藤 文三

竹永 久雄

藤井 常夫

馬原マツ子

津留 壽雄

津留 義秋

宇藤 節子

甲斐富喜子

川元  昭

笠  理一

森

森

森

森

森

尻

森

森

昔
同
　
一口同
　
一日同
　
一日同
　
昔
同
　
腱野
“
　
一日同
　
一日同

‥
‥
・▼

⌒イ  ＼
ヽ

熱は大気中に

夕

を

メ

表

ンなど
暖める

2t TAKAMoRrrowN-2005.6
※ここで紹介するC02削 減量、家計の節約額は目安で、実際はメーカーや機種などで異なります。

Ｑ

）

どぎゃん会/朋
13:30～

役場支払日

高森温泉館体館日
/,1鼠

議会定例会/議
10:00～ (～ 21日 )

役場支払日

14
高森温泉館休館日
/温

ノウヾママセミナー

/林 19:30～

っ,ノ ・1
r/ :

18

25
機能訓練あゆみ会/
濫孟 13130～

■
１

１

■
１
１

役場支払日

ハ
∠

地
球
の
気
温
が
上
が
る
と
い

わ‐‐だ
し
た
ち
の
暮

‐‐‐‐らし
ｒ

大
き
な
影
響
が
！

申
L二ニニ」



金
婚
夫
婦
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
表
彰
該
当
者
の
方
ヘ

回
覧
文
書
で
も
周
知
し
て
い
ま
す
が
、

金
婚
夫
婦
表
彰
該
当
者
及
び
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
該
当
者
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
左
記
に
該
当

さ
れ
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
金
婚
夫
婦
表
彰

①
昭
和
３０
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
３０

年
１２
月
３１
日
ま
で
に
結
婚
を
さ
れ
、

満
５０
年
に
達
し
た
夫
婦
。
（満
５０
年

は
、
婚
姻
届
出
の
年
月
日
に
よ
り

確
認
し
ま
す
）

②
既
に
満
５０
年
に
達
し
、
平
成
１６
年

度
ま
で
に
表
彰
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
夫
婦
。

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰

①
昭
和
１９
年
９
月
１
日
か
ら
昭
和
２０

年
８
月
３１
日
ま
で
に
結
婚
を
さ
れ
、

満
６０
年
に
達
し
た
夫
婦
。
（満
６０
年

は
、
婚
姻
届
出
の
年
月
日
に
よ
り

確
認
し
ま
す
）

②
既
に
満
６０
年
に
達
し
、
平
成
１６
年

度
ま
で
に
表
彰
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
夫
婦
。

○
締
め
切
り

７
月
１
日

（金
）
ま
で

漑
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

い
き
い
き
健
康
教
室
の
開
催

平
成
１６
年
度
ま
で

「高
齢
者
学
級
」
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
手
法
を
変
え

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
内
　
容

・
健
康
体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

，（６
月
か
ら
‐２
月
の
間
）

。
調
理
実
習
及
び
会
食

（９
月
予
定
）

。
講
演
会

（１２
月
予
定
）

○
申
込
方
法

各
地
区
の
世
話
人
さ
ん
、
ま
た
は
高

森
町
教
育
委
員
会

へ
申
し
込
み
く
だ
さ

※
６
月
か
ら
‐２
月
ま
で
、
各
地
区
の
会
場

に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

※
実
施
場
所
、
期
日
等
に
つ
い
て
は
各
地

区
の
世
話
人
さ
ん
を
通
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

鑽
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
３
）

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
、
３
０
０
部
を
印
刷
し
、

町
内
配
布
と
共
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
高
森
出
身
の
皆
さ
ま
に
も
お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
誌

は
郵
送

の
場
合
、

ｌ

ヶ
月
に

１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。
（広
報
誌
代
は

別
）引

き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な
ど
）
や
、

９０
円
以
下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

塚
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

入
札
結
果

（５
０
０
万
円
以
上
）

○
業
務
委
託
名

中
心
市
街
地
活
性
化
拠
点
施
設
実
施

設
計
業
務
委
託

○
工
　
期

平
成
１７
年
５
月
・８
日
～

平
成
１７
年
８
月
・５
日

○
契
約
金
額

６
、
４

８

９
、
０

０

０

円

○
請
負
者

（株
）
バ
オ
プ
ラ
ー
ン
熊
本

家庭の電気消費量の約2割を占める
冷蔵庫の使い方に特に注意を !

食器の汚れ具合に合わせて設定温度を小まめ

に調節しましょう。

●食器を洗うときの設定温度を 40℃→ 30℃

に下げた場合

C02削 減 量一年間 65.3 kg

家計の節約額一年間 4,370

モノを詰め込み過ぎると冷気の流れが悪くな

り、モノを探す時間もかかります。

●冷蔵庫内を整理した場合

C02削 減 量…年間 26.5 kg

家計の節約額…年間 1,970円

冷蔵庫の冷却力は、周りとのすき間や気温に

大きく左右されます。

●冷蔵庫の周りを涼しくして、冬場の設定温

度を強→中に下げた場合

C02削 減 量…年間 23.7 kg

家計の節約額一年間 1,760円

お湯が沸 くまでの

時間は、強火も中火も

●お湯を沸かすとき

た場合

C02削 減 量一年

そ せん。

中火 にし

家計の節約額・

●   ●

●   ●

ため洗い、ためすすぎで、

ば、手洗いよりも光熱水

がります。

●小まめな手洗いをや

ため洗いした場合

C02削 減 量…年間

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎6月 のテーマ
躙月曜日

バイアグラについて
鰈火曜日

心臓病 とバイアグラ

は水曜日

匂いがわか らない

●木曜日 スポーツ障害
から歯を守る

鑽金曜日
C型肝炎治療 ―最近の話題

膊土曜日 0日曜日
男性の更年期障害

6月 12日

6月 19日

6月 26日

7月 3日

7月 10日

7月 17日

7月 18日

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

TEL 62-0378

TEL 62-3351

TEL 67-1777

TEL 67-0019

TEL 68-0111

TEL 67-0020

T肌 62-0216

健康『・ 1題 を

24時 闘 .

日替わ りで

お送 りします―了
ン~ノ

台 所

冷蔵庫湯沸かし器

一一U

・Φ

買うときのポイント

省エネ基準達成率の高い冷蔵庫を選びましょう。

●省エネ型冷蔵庫を使った場合

C02削 減 量…年間 154.5 kg

家計の節約額…年間 11,500円

※省エネ基準達成率 80%の冷蔵庫と 205%の冷蔵庫の比較

食器洗い乾燥機

ヽ 【
~1

1

ι、 も 、
`
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熊 本
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診療は午前9時から午後5時 まで
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リビング 家庭の電気消費量No」のエアコンは

使い方にひと工夫を !

は
な
し
の‐‐ぶ
コ‐‐
ン
サ
ー
ト
開
催

○
開
催
日
　
６
月
２６
日

（日
）

○
時
　
間
　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら

○
開
催
地
　
阿
蘇
野
草
園
は
な
し
の
ぶ
広

場

（休
暇
村
南
阿
蘇
内
）

る

つ

コ
ン
テ
ス
ト

梅
雨
時
期
に
行
わ
れ
る

「は
な
し
の

ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
雨
に
た
た
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
屋
外
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
当
日
の
晴
天
を
願

っ
て
皆
さ

ま
方
の
ユ
ニ
ー
ク
な

『
て
る
て
る
ぼ
う

ず
』
の
出
展
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
作
品
の
受
付

６
月
２３
日

（木
）
ま
で
に
高
森
町

観
光
協
会

へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

○
作
品
の
サ
イ
ズ
　
自
由

○
審
　
査
　
６
月
２６
日

（日
）

※
優
秀
作
品
に
は
賞
状
及
び
記
念
品
贈
呈

鸞
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
観
光
協
会

■
６
２
‐
２
２
３
３

「
阿
蘇
の
野
の
花
」
歌
詞
募
集

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
側
か
ら
あ
な
た

も
演
奏
に
参
加
す
る
側
に
ま
わ

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
阿
蘇
の

「野
の
花
に
捧
げ

る
歌
詞
」

「野
の
花
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

●●

の
歌
詞
」
な
ど
、
２
番
ま
た
は
３
番
ま
で

作
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
に
は
１
月
ま
で
に
お
知
ら
せ

し
、
平
成
１８
年
６
月
第
４
日
曜
日
に
開
催

予
定
の
は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で

受
賞
式
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
特
選
作
品

に
は
林
田
戦
太
郎
氏

（作
曲
家
）
が
作
曲

し
、
当
日
コ
ン
サ
ー
ト
で
発
表
し
ま
す
。

○
締
切
日
　
１１
月
３０
日

（水
）

圃
お
問
い
合
わ
せ
先

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

「阿
蘇
の
野
の
花
歌
詞
募
集
」
係

ＴＥＬ
６
２
‐
２
１
１
１

（休
暇
村
南
阿
蘇
）

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル

七
夕
ま
つ
り
開
催

○

開

催

日

　

７

月

７

日

（木

）
～

１０

日

（
日

）

○
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

○
催
し
も
の

。
７

月

７

日

～

１０

日

高
森
物
産
品
と
郷
土
料
理
の
販
売

小
中
学
生
七
夕
書
道
展

。
７

月

・０

日

や
ま
め
つ
か
み
ど
り
大
会

※
７
月
３１
日

（日
）
に
も
開
催
し
ま

す
。

七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

※
渋
滞
や
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

七
夕
飾
り
の
配
付

商
工
女
性
部

（堤
峰
子
部
長
）
と
商
工

青
年
部

（藤
本
康
雄
部
長
）
で
は
、
町
全

体
で
七
夕
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

毎
年
町
内
の
商
店
街
に
約
２
０
０
体
の
七

夕
飾
り
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
は

一
般
の
方
に
も
配
付
し
、
よ
り

一
層
七
夕
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

竹
と
飾
り
１
セ
ッ
ト
ー
、
０
０
０
円
で

配
付
し
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
締
切
日
　
６
月
１７
日

（金
）

※
七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
す
る
予

定
で
す
。

国
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
商
工
会

ＴＥＬ
６
２
‐
０
２
７
４

（安
方
）

高
森
高
校
図
書
館
の
地
域
開
放

高
森
高
校
で
は
、
地
域
の
方
々
に
図
書

館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
貸

出
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
館
日

月
曜
日
～
金
曜
日

（祝
祭
日
を
除
く
）

※
学
校
行
事
な
ど
の
関
係
上
、
閉
館
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
夏
期

。
冬
期
休
暇
中
の
開
館
日
に
つ
い

て
は
、
生
徒

へ
配
布
す
る
行
事
予
定
表

や
図
書
館
前
の
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
、
予
定
外
に
閉

館
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
館

さ
れ
る
前
に
電
話
等
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
貸
出
期
間

・
冊
数

２
週
間
以
内
で
、
１
人
５
冊
ま
で

（雑
誌
は
貸
出
不
可
）

○
そ
の
他

①
電
話
に
よ
る
本
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ

（本
の
有
無
や
相
談
、
リ
ク

エ
ス
ト
）
に
は
お
応
え
で
き
ま
せ
ん
。

②
本
を
紛
失
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て

現
金
弁
償
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
す

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校
図
書
館

ＴＥＬ
６
２
‐
０
１
８
５
　
（舛
田
）

部屋をつい冷や し過ぎたり、暖め過ぎた りし

がち。適温にすることが大切です。夏は 28℃、

冬は 20℃が省エネ設定温度の目安です。

●夏 :設定温度を 1℃上げた場合

C02削 減 量…年間 5.O kg

家計の節約額…年間 370円

●冬 :設定温度を 1℃下げた場合

C02削 減 量一年間 22.O kg

家計の節約額…年間 1,630円

●冷暖房の使用時間を1日 1時間短くした場合

C02削 減 量一年間 24.3 kg

家計の節約額一年間 1,810円

電 気 ましょう。また、照明器

具の掃除で明るさがアップします。

●点灯時間を 1日 1時間短くした場合

C02削 減 量…年間 6.O kg

家計の節約額…年間450円

やし、設定温度

C02

家計

25.l kg

…年間 1,870円

部屋の広さや、人の居る場所に合わせて効果

中に下げた場合

間 57.4 kg

年間 4,270円

待機電力とは、家電製品のスイッチを消して

も内部で消費している電力のことをいい、家庭

で消費する電力のうち、約 10%を 占めています。

家電製品を使わないときは、小まめにプラグ

を抜いたり、スイッチ付きコンセントを活用し、

小まめに主電源を切ったりしましょう。

●待機電力をなくした場合

C02削 減 量一年間 135.0絶

家計の節約額…年間 10,050円

《1世帯当たりの

年間待機電力量の割合》

●

電話機 (子機)3%
電話機 (FAX付き以外)3%
高機能便座 4%

電子レンジ・電気オープン 5%
テレビ 5%
FAX付 き電話機 6%
冷暖房兼用エアコン 6%
衛星放送チューナー 6%

419 TAKAMoRITov.nl-2005.6

こ た つエアコン

電気カーペット

買うときのポイント

省エネ基準達成率

の高いエアコンを選

びましょう。

●省エネ型エアコンを使った場合

C02削 減 量一年間 283.6 kg

家計の節約額一年間 21,110円

※省工不基準達成率 55%のエアコンと 112%のエアコン

の比較

-a-a
~~~U

待 機 電 力 (待機時消費電力)

ψ

テレビ

皿
0

照 明

TAKAMOR:INFOIRIMATl101N

見ないときは滴しましょうc

●テレビを見る時間を1日 2時間

短くした場合

CO,削 減1量Ⅲ…年間 25.2 kg

家計の節約額・一年間1,870円
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
際
に
行
な

わ
れ
ま
す
。
無
事
故

・
無
違
反
の
運
転

者
で
左
記
表
彰
対
象
者
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
、
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
印

か
ん
が
必
要
で
す
。

○
表
彰
の
対
象
者

。
当
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で

あ
る
こ
と
。
（免
許
証
の
住
所
が
高

森
警
察
署
管
内
で
、
免
許
更
新
時

に
交
通
安
全
協
会
費
を
納
め
ら
れ

た
方
）

。
運
転
免
許

（原
付
免
許
を
含
む
）

の
所
有
者
で
、
運
転
経
験
の
期
間

が
本
年
６
月
末
日
現
在

で
１０
年
、

２０
年
、

３０
年
及
び
４０
年
を
経
過
し

て
い
る
方
。
（同
じ
年
数
の
表
彰
を

２
度
受
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）

。
前
号
の
運
転
期
間
内
に
、
交
通
事

故
を
起
こ
し
又
は
交
通
法
令
に
違

反
し
て
行
政
も
し
く
は
刑
事
上
の

処
分
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方
。

（た
だ
し
、
反
則
行
為
で
３
年
を
経

過
し
た
方
を
除
き
ま
す
）

○
締
め
切
り

６
月
３０
日

（木
）
ま
で
厳
守

目
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
６
２
‐
０
１
１
０

（内
線
４
４
１
）

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
交
通

事
故
の
賠
償
額
の
算
定
基
準
、
保
険
金
の

手
続
き
、
示
談
の
し
か
た
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

○
日
　
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
祝

祭

日

及

び

１２

月

２９

日

～

１

月

３

日

除
く
）

※
毎
週
水
曜
日

（午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

は
、
弁
護
士
無
料
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

○
場
　
所
　
熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所

（県
庁
行
政
棟
本
館
２
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

４

‐

２

３

７

２

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

（
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
Ｉ
）
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
正
規
の
大
学
で
す
。

○
募
集
期
間

６
月
‐５
日

（水
）
～
８
月
３１
日

（水
）

○
教
養
学
部

①
全
科
履
修
生

（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生

（１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生

（６
か
月
間
在
学
し
、

●

平
成
１７
年
度

第
２
学
期
放
送
大
学
学
生
募
集

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

。
人
文

・
社
会

。
自
然

・
産
業
等
の
幅

広
い
分
野
の
科
目

（約
３
０
０
科
目
）

か
ら
学
べ
ま
す
。

・
１５
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
選
科
・

科
目
履
修
生
に
入
学
で
き
ま
す
。

○
大
学
院

①
修
士
選
科
生

（１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生

（
６
か
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

。
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学

で
き
ま
す
。

※
教
養
学
部

。
大
学
院
共
に
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。

轟
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
　
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

５

９

‐

４

８

９

０

こ
の
委
託
訓
練
は
、
離
職
さ
れ
て
い
る

方
々
の
た
め
に
再
就
職
に
有
利
に
な
る
よ

う
専
門
学
校
等
に
職
業
訓
練
を
委
託
し
、

こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に
必

要
な
知
識

・
技
能
を
修
得
で
き
る
よ
う
応

援
す
る
訓
練
で
す
。

○
申
込
資
格

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
し
た

離
職
者
の
方

●●

委
託
訓
練
８
＝
生
募
集

「
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
科
」

（阿
蘇
コ
ー
ス
）

○
訓
練
定
員
　
２０
名

○
申
込

・
受
付
期
間

６
月
‐０
日

（金
）
～
２３
日

（木
）

（た
だ
し
、
土

。
日

・
祝
祭
日
は
除
く
）

○
会
　
場

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

阿
蘇
校

（阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
番
地
）

※
駐
車
場
有

（無
料
）

○
期
　
間

８
月
３
日

（水
）
～
１０
月
２７
日

（木
）

○
時
　
間

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
所
用
経
費

入
学
金
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

※
教
科
書
等

の
諸
経
費
と
し
て
、
約

１
３
、
０
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担

が
必
要
で
す
。

Ｅ
お
問
い
合
わ
せ
先

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

阿
蘇
校

ＴＥＬ

０

９

６

７

‥

３

２

１

３

３

９

８

小さな工夫で大きな省エネ効果が !

●

沸かし直しのないように、お湯が温かいうち

に続けて入浴しましょう。入浴後は、フタをす

るのを忘れずに !

●沸かし直しをしない場合

C02削 減 量…年間 80.5 kg

家計の節約額一年間 5,390円

洗濯機の容量の 8割程度でまとめて洗うのが

効果的。すすぎは、注水すすぎではなく、ため

すすぎだとさらに節約になります。

●小まめに洗わず、まとめて洗った場合

C02削 減 量…年間 11.5 kg

家計の節約額一年間 3,210円

電気便座は寒い時季だけ利用し、使用後は便

座の放熱を防ぐためにフタをしましょう。

●便座の暖房や洗浄水温を調節 し、フタを閉

めた場合

C02削 減 量

・…
`手

間 44.7 kg

家計の節約額

…年間 3,330円

スーパーなどで渡されるレジ袋は、一人当た

り

に

す|

96=じ

運転や買い物でも省エネができます

車に乗る前に、不要な荷物を積んでいないか、

タイヤの空気圧は適正かを点検しましょう。ま

た、人待ちや荷下ろしのときにエンジンを切る

アイ ドリング・ス トップを習慣付けましょう。

●不要な荷物を下ろし、タイヤの空気圧を適

正に保つた場合

C02削 減 量…年間 38.2 kg

家計の節約額…年間 1,760円

● 1日 10分アイドリング・ストップを行った場合

C02削 減 量…年間 118.3 kg

家計の節約額…年間 5,450円

※「アイドリング」とは、自動車の駐停車時にエンジンがかかっ
ている状態をいいます。

=コEヨ

トイレ
洗 濯

洗 濯風  呂

屋 外

買い物

⌒

ツ ヽ

グ

―
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県
内

一

の
実
施

「熊
本
県
環
境
月
間
」

（
６
月
）
の
行

事
の

一
環
と
し
て
、
身
の
回
り
の
生
活

環
境
の
中
で
著
し
く
景
観
を
阻
害
し
て

る
違
反
広
告
物

（特
に
道
路
不
法
占
用

物
件
）
に
つ
い
て
、
県
内

一
斉
指
導
取

締
り
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
６
月
２４
日

（金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時

○
内
　
容

・
屋
外
広
告
物
法
第
７
条
第
４
項
に
基

づ
く
違
反
広
告
物

（は
り
紙
、
は

り
札
等
、
広
告
旗
及
び
立
看
板
等

の
除
却
及
び
是
正
指
導

・
屋
外
広
告
物
条
例
に
著
し
く
違
反

す
る
広
告
物
の
是
正
指
導

○
場
　
所
　
主
に
主
管
幹
線
道
路
の
周
辺

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
土
木
部
維
持
管
理
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
５
１
１
）

熊
本
県
の
Ｃ
型

・
Ｂ
型
肝
炎
の
感
染

率
は
、
全
国
平
均
に
比
べ
高
く
、
肝
臓

病
は
身
近
な
病
気
で
す
。

今
回
、
日
本
肝
臓
学
会
が
市
民
公
開

講
座
を
以
下
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●●

せ

っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
、
肝
臓

病
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
肝
臓
病

を
予
防
し
ま
し
よ
う
。

○
日
　
時
　
６
月
２６
日

（日
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所

一
の
官
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容

講
演

「肝
臓
病
の
お
話
し
」
及
び
肝

臓
病
専
門
医
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

●●

守
，一

卜〓
海
″
″
卜″

６
月
１
日
か
ら
‐０
日
ま
で
は
電
波
利
用

保
護
旬
間
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
障
害
を

与
え
た
り
、
携
帯
電
話
の
通
話
を
妨
害
す

る
だ
け
で
な
く
、
警
察
、
消
防

。
防
災
行

政
無
線
な
ど
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線

に
対
す
る
混
信

・
妨
害
が
発
生
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
を
お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。

不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
を
開
設
し

た
り
運
用
し
た
り
す
る
と
、
電
波
法
違
反

で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
（電
波
法
）
を
守
っ

て
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
作
り
ま
し
よ
う
。

目
お
問
い
合
わ
せ
先

九
州
総
合
通
信
局

す
庫
ｐ
＼
＼
疑
て
疑
・天
σ
一・∞
〇
こ．ｏ
＼

○
不
法
無
線
局
、
混
信

・
妨
害

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

８

‐

８

６

５

６

０
受
信
障
害

（テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
）

■
０
９
６
‐
３
２
６
‐
７
８
７
３

０
電
波
利
用
料

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

６

‐

７

８

０

５

０
そ
の
他
行
政
相
談

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

６

‐

７

８

１

９

て
２０
年
目
を
迎
え
、
女
性
雇
用
を
巡
る

環
境
は
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
、
妊
娠

。
出

産
等
を
理
由
と
す
る
解
雇
や
身
分
変
更

等

の
男
女
差
別
的
取
扱
い
が
見
ら
れ
、

ま
た
、
管
理
職
に
就
く
女
性
の
割
合
が

低
い
な
ど
、
男
女
間
の
事
実
上
の
格
差

も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

実
質
的
な
男
女
均
等
取
扱
い
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
性
別
に
よ
る
こ
と
の

な
い
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
女
性
労
働
者
が
能
力
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
積
極
的
取
組

（ポ

ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
熊
本
労
働
局
で
は
、
左
記

の
と
お
リ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時

６
月
２０
日

（月
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
４５
分

○
場
　
所

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

（熊
本
市
千
葉
城
町
３
‐
３１
）

圃
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

１

３

８

６

５

肝
臓
病
に
つ
い
て
の

市
民
公
開
講
座

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

（高
校
卒
業
程
度
）
の
実
施

人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

の
試
験
と
し
て
、
「平
成
１７
年
度
国
家
公

務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

昭
和
５９
年
４
月
２
日

（税
務
区
分

は
昭
和
６０
年
４
月
２
日
）
～
昭
和
６３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
申
込
受
付
期
間

６
月
２１
日

（火
）
～
６
月
２８
日

（火
）

○
第
１
次
試
験
日

９
月
４
日

（日
）

（九
州
地
区
で
は
１０
都
市
で
実
施
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

２

‐

４

３

１

１

７

７

３

３

饉
国
目6月

間
」
で
す
！

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ

平
成
１７
年
度

永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰
の
実
施

本
年
も
永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰
が

ル町民ホー

玄 関 入
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町 長 室 ■町長/藤 本 正 一 G建鵬目目DI■ 建設課長/色見隆夫

■土木係
●課長補佐 (兼係長)/後藤和幸
■係/村上純一 本川宰

道路・河川・橋梁・下水道事業等に関すること

■農地土木係
●係長/岩田秋広 榊係/井上寿一

土木・農地及び林務災害復旧、かんがい用水、土地改

良事業、農道計画等に関すること

■建築係

●係長/荒牧久 珈係/津留大輔
町営住宅、町有営造物の建築及び営繕、建築基準法等

に関すること

⊂罰国回団憂〕 ■商工観光課長/岩下昭久
■商工観光係

●課長補佐(兼係長)/色見継治 ‖係/古澤要介
商工業、観光振興、高森温泉館、高森湧水トンネル公園
等に関すること

■助役/阿 南 哲 也

G固屁轟ヨ)■ 総務課長/岩下健治
■行政係

●課長補佐(兼係長兼政策係長)/古澤建生

酪係/岩下雅広
条例の制定。改廃の審査、職員の人事・給与・福利厚生、選挙、

人権擁護委員、自衛官募集等に関すること及び町村合併、

ほう賞及び表彰に関すること

■交通防災係

●係長/後藤一寛
消防団、防災、交通安全対策、交通災害共済制度等に関

すること

■財産管理係

●係長/田上浩 尚 蜆係/堀田美幸 野尻典男

町有建物・町有林・車両等の町有財産の総括に関すること

■地籍調査係

●係長/甲斐邦博 躙係/甲斐峰雄 今村親助

地籍調査、国土調査法等に関すること

■電算係

●係長/野尻光也

電算組織の管理・運営、電算処理の総合調整等に関すること

Cヨロ匿調憂∋ ■農林振興課長/岩下光廣
■農業振興係

●課長補佐(兼係長)/白石一弘

Ⅷ係/住吉勝徳 植田雄亮
農業・畜産・水産振興等に関すること

■林業振興係

●係長/松本満夫

林業振興、治山事業等に関すること

■農地係

●係長/後藤健一

農業委員会、農地法、農業者年金、農業経営基盤等に

関すること

C目目讀回夏∋ ■保健福祉課長/佐伯秀和

■福祉係
●係長/阿南一也

轡係/竹原美和子 丸山雄平 村嶋立章

保育園、児童・母子・障害福祉、援護法等に関すること

■介護保険係
●課長補佐 (兼係長)/岩 下公治

泰係/橋本今朝子 法花津和明

介護保険、介護予防、老人福祉等に関すること

■保健推進係

●係長/阿部恭二  躙係/野中裕美子 宮本

直美 高木尚佳 馬原孝平

健康づくり、保健衛生、一般廃棄物等に関すること

C国□劉譲DI■ 税 務 課 長 /二子 石 衛

■国民健康保険係

●課長補佐 (兼係長)/橋 本和則

讐係 /岩下そのえ 山田耕生

国民健康保険、老人医療等に関すること

■固定資産税係

●係長/佐藤武文 畢係/芹口孝直

固定資産の調査・評価、同税の賦課徴収等に関すること

■町民税係

●係長/馬原恵介

鶉係/緒方久哉 白石孝二 二子石誠
町税の賦課徴収等に関すること

C図ロロロ鵬∋ ■収入役 芹 口 誓 彰

■住民生活課長/瀬井公吉郎

■国民年金係

●係長/工藤英二

国民年金等に関すること

■同和対策係

●係長/佐藤幸一
同和問題、人権啓発推進等 に関すること

■戸籍住民係

●課長補佐(兼係長)/岩下茂 巳 盗係/今吉輝子

戸籍・住民票・印鑑等の各種証明、埋火葬の許可等に
関すること

住民生活課

■収入役室長/佐伯実範
■会計係

●係長 河崎みゆき

現金 。有価証券等の出納・保管・記録、支払の審査、

決算調整等に関すること

会 計 室

高森町役場
■ ■

1日

6

E=コ

1階

違
反
広
告
物
の



高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

田

・・

卜

　

　

　

●

，
ス

ト往

タ
ル
ｒ
　
〕
ノ

ケヽ
‐ヽ〓
ヽ

、

１
守
′
′

卜
し
・
　

腋

デ
ム

い繹
‰

夕
γ

ハ痴
Ｆ

宮
崎

す
る

「取
首

道
に
生
い
茂
る

り
、
幾
重
に
も
か

田
を
ま
た
ぎ
、
や
が
て
柿

ぎ
灰
原
に
至
り
ま
す
。
日
本
誕
生

神
話
に
ま
つ
わ
る
、　
一
つ

一
つ
の

地
名
が
今
も
生
き
続
け
、
そ
れ
ら

を
裏
打
ち
す
る
か
の
遺
跡
群
に
、

古
代
草
部

の
人
々
に
思
い
を
馳

せ
、
ふ
く
よ
か
な
造
形
美
を
も
っ

た
縄
文
の
土
器
に
接
し
た
時
、
目

を
閉
じ
れ
ば
、
遥
か
な
る
時
の
な

か
で
も
消
え
る
事
な
き
ド
ラ
マ

が
、
蘇
り
ま
す
。

古
代
日
本
の
神
様
に
は
、
蛇
す

な
わ
ち
大
蛇
が
登
場
し
て
ま
い
り

ま
す
。
国
を
治
め
た
大
王
が
、
大

蛇
を
退
治
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

神
楽
舞
の
中
に
度
々
登
場
し
て
ま

い
り
ま
す
。

日
本
建
国
神
話
に
登
場
す
る
大

蛇
。
黒
潮
の
島
々
、
南
西
諸
島
か

ら
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
中
国
南

東
部
に
か
け
て
蛇
を
奉
る
。
大
蛇

信
仰
の
原
点
は
、
南
の
地
に
あ

っ

E里ユ

世三l

。
建
国
神

勇
気
あ
る
力

大
蛇
の
存
在
が

ま
し
た
。

部
吉
見
神
社
周
辺
の
小
字
名

は
、
大
蛇
退
治
の
動
作
に
基
づ
い

た
し
ぐ
さ
が
、
地
名
と
な

っ
て

残

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
の
古
さ

は
有
史
前
、
そ
れ
は
、
阿
蘇
に
阿

蘇
氏
が
入
る
前
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

草
部
地
方
の
言
葉
は
、
縄
文
言

語
の
な
ご
り
を
残
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
だ
や
か

で
あ
り
、
語
尾
に
母
音
を
重
ね
、

ゆ
っ
た
り
と
そ
の
母
音
を
長
く
発

音
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に

宮
崎
県
に
か
け
て
が
そ
う
で
あ
り

ま
す
が
、
最
近
の
歴
史
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
等
は
、
専
門
家
に
よ
る
指
導

が
あ
る
そ
う
で
、
史
実
に
忠
実
で

あ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
様

な
ド
ラ
マ
の
中
で
、
京
都
の
公
家

が
使
う
言
葉
が
、
典
型
的
な
縄
文

日
本
語
の
な
ご
り
で
あ
る
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
弥
生
時
代
に
な
り
、

●●

日
本
列
島
に
稲
作
が
入
っ
て
く
る

と
、
今
日
日
本
人
の
発
想

。
文
化

の
形
態
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
産

ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
諸
島
そ
し
て
ネ
シ
ヤ
と

言
わ
れ
る
国
々
の
言
語
と
、
古
代

日
本
の
言
語
は
、
共
通
す
る
も
の

が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
ぎ

く
し
ゃ
く
す
る
日
中
関
係
の
中

で
、
４
月
中
旬
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

古
代
日
本
語
の
類
似
点
、
ハ
ワ
イ

諸
島

の
言
語
類
似
点
、
例
え
ば

「
ア

・
口
・
ハ
。
オ

・
工
」
に
連

動
す
る
母
音
を
、
区
切
り
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
発
音
さ
れ
、
源
氏
物

語
に
登
場
す
る
人
物
名
の
比
較
音

か
ら
、
言
語
学
的
に
そ
れ
は
読
み

解
か
れ
て
い
ま
す
。

黒
潮
は
、
か

つ
て
太
平
洋

の

島
々
を

一
つ
に
し
て
い
ま
し
た
。

潮
に
の
っ
て
自
由
に
人
々
の
往
来

が
あ
り
文
化
の
往
来
が
あ
り
ま
し

た
。
私
達
の
育
成
に
、
黒
潮
が
運

ん
だ
文
化
は
、
稲
作
受
容
の
な
か

で
消
化
さ
れ
、
今
日
の
日
本
人
の

体
型
を
創
り
ま
し
た
。

柿
迫
は
、
考
古
学
的
に
大
変
貴

重
な
遺
跡
で
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
今
、
タ
バ
コ
だ
と
思
わ
れ
る
作

物
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
畑
か

ら
、
小
さ
な
鉄
を
制
作
し
た
か
の

鋳
型
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
破
片

で
す
か
ら
、
何
が
つ
く
ら
れ
た
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
縄
文

・
弥
生

土
器
片
そ
し
て
磨
製
石
器
と
共
に

出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
実

に
二
千
五
百
年
前
だ
と
言
え
ま

し
よ
う
。

私
達
の
国
で
、
鉄
器
が
生
産
さ

れ
は
じ
め
る
の
は
、
四
世
紀
後
半

か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
だ
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
鉄
は
、
朝

鮮
半
島
ま
で
出
向
き
求
め
て
い
た

の
で
あ
り
ま
す
。
余
談
に
な
り
ま

す
が
、
日
韓

ｏ
日
中
関
係
を
論
じ

る
中
で
、
日
本
人
の
植
民
地
支
配

が
、
朝
鮮
半
島
の
自
然
を
破
壊
。

禿
げ
山
に
し
た
の
は
、
加
藤
清
正

に
よ
る
、
焼
き
う
ち
だ
と
か
言
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
と
ん
で
も
な

い
誤
り
で
あ
り
ま
す
。
朝
鮮
半
島

の
自
然
破
壊
は
、
有
史
前
よ
り
の

砂
鉄
に
よ
る
鉄
生
産
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
砂
鉄
に
よ
る
鉄

生
産
と
は
、
山
を
壊
し
、
集
め
た

砂
鉄
を
木
炭
で
精
錬
す
る
の
で
あ

り
ま
す
。
砂
鉄
採
集
に
山
を
壊
す

ば
か
り
か
、
精
錬
用
の
木
炭
は
、

そ
の
度
に
山
の
木
々
を
全
て
伐
採

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
に
、
大

量
に
必
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
有
史
前
よ
り
の
鉄
生
産
に
よ

る
自
然
破
壊
こ
そ
が
、
朝
鮮
半
島

の
自
然
を
回
復
で
き
ぬ
ま
で
に
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
、

稲
作
と
鉄
は
、
九
千
年
も
続
い
た

狩
猟
採
取
の
縄
文
時
代
か
ら
、
急

激
に
社
会
を
変
え
ま
し
た
。
古
代

草
部
に
君
臨
し
た
大
王
は
、
常
識

的
日
本
史
よ
り
、
も
っ
と
早
く
に

稲
作
と
鉄
を
つ
く
る
集
団
を
、
従

え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

寧
静

（ね
い
せ
い
）
ル
ー
プ
橋

学
校
関
係
職
員

■
高
森
中
央
小
学
校
共
同
調
理
場

▽
給
食
調
理
従
事
員

荒
牧
と
も
子
　
岩
下
美
子

中
川
雄

一
朗

▽
用
務
員
　
相
馬
マ
リ

■
高
森
東
中
学
校
共
同
調
理
場

▽
給
食
調
理
従
事
員

緒
方
光
代

▽
用
務
員
　
甲
斐
明
美

▽
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

城
井
若
生
　
甲
斐
武
敏

保
育
園
関
係
職
員
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阿蘇高

■
色
見
保
育
園

▽
主
任
保
育
士

▽
保
育
士

佐
藤
さ
お
り

▽
給
食
調
理
員

興
相
と
め
子

岩
下
通
江

野
尻
秀
子

■
草
部
保
育
園

▽
主
任
保
育
士
　
瀬
井
類
子

▽
保
育
士
　
伊
藤
貴
美
恵

■
野
尻
保
育
園

▽
主
任
保
育
士

野
尻
須
恵
子
　
岩
下
美
智

熊
谷
優
子

▽
保
育
士

高
木
恵
美
　
工
藤
淳
子

C奎画國ロロ∋ ■企画財政課長/村上源喜

■企画財政審議員/甲斐敏文
企業等誘致、工不ルギー施策、公的施設管理施策に関すること

■企画係

●課長補佐 (兼係長)/後藤正三

Ⅷ係/石田昌司
総合計画、消費者行政、統計、広報、公共交通通信、公
害に関すること
,■ 阿蘇地域振興デザインセンター出向/岩下徹

■財政係

●係長/沼 田勝之 �係/員原友紀
財政計画、一般会計の編成・執行調整等に関すること

■議会事務局長/長尾和博

■庶務係

●事務局次長 (係長)/古庄良一

町議会の開催。運営・経理、議員互助・共済等に関すること
及び監査に関すること

監査委員事務局暇羅調D

委 員 会 室

教 育 長 室

教育委員会

階
段

階段

監 査 室

電 算 室

議   場

■教育長/渡追哲郎

■教育委員会事務局長/廣木富八

■水資源対策課長/後藤秀希

■維持管理係

●課長補佐 (兼係長)/甲斐末久 晰係/高崎康誌
水資源の保護、開発、水道使用料の賦課徴収、農業用水、
水質検査等に関すること

水資源対策課

高森町役場

阿蘇高森オニガニックアグリセンター

■オーガニックアグリセンター長/杉田則秋

●オーガニックアグリセンター次長/安藤吉孝

有機農業の推進、阿蘇高森オーガニック・アグリセンターの管理運営に関すること

/甲斐利男
,の 戸籍及び住民基本台帳、

央出張所長/日上員一

印鑑登録及び各種証明、

高森 中 張 所

の徴収
等に関すること

草 部 出 張 所

■草部出張所長/岩下生人
●住民係長/田上美男
車部地区の戸籍及び住民基本台帳、
印鑑登録及び各種証明、税の徴収等
に関すること

野 尻 出 張 所

■野尻出張所長/桐原一紀

●住民係長/佐伯実

野尻地区の戸籍及び住民基本台帳、

印鑑登録及び各種証明、税の徴収、

朋遊館運営等に関すること

1`7 rexeuoRl Tov/N-2005.6

強
き
大
王
像

必
要
で

つ
づ
れ
お
り
の

陽
を
遮

か
の
棚

に二

■学校教育係
●事務局次長 (兼係長)後 藤三治
1ヽ係/古庄秀子

町立小・中学校の学校教育予算、事務局・教育機関の

職員給与・人事等に関すること

■施設管理係

●係長/安方含

学校・社会教育施設の管理、運営整備拡充等に関する
こと

■社会教育係

●係長/東幸祐 キ係/秋山清二

社会教育・文化財、公民館活動、文化・体育等に関す
ること

M英語指導助手/ジ ェイソン・サングーソン
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会
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史碁 児童写
=手 十ヽち

ノ′

児童手 当 とは   '・ ‐―――‐‐‐・――――――

児童手当制度は、小学校第 3学年修了前の児

童 (9歳に達する日以降の最初の 3月 31日 まで

の児童)を養育している人に支給されます。た

だし、前年の所得 (1月 から5月 までの月分の

手当については前々年)が一定以上の場合には、

所得制限により児童手当は支給されません。

第 1子 と第 2子については月額 5千 円、第 3

子以降は月額 1万円です。

「児童手 当現況届」は 6月 中に提 出を ! ・

児童手当を受けている方は、毎年 6月 中に「児

童手当現況届」を提出しなければな りません。

この届けは、毎年 6月 1日 における状況を記載

し、児童手当を引き続き受ける要件があるかど

うかを確認するためのものです。

この届けの提出がないと、 6月 分以降の手当

が受けられなくなりますのでご注意ください。

現況届 に必要な添付書類等

☆年金加入証明書または申立書

請求者が被用者 (サ ラリーマン等)である場

合に提出

☆前住所地の市町村長が発行する児童手当用所

得証明書 (6月 1日 以降の証明のあるもの)

高森町に平成 16年 1月 1日 に住所がなかっ

た場合に提出

☆この他、必要に応じて提出書類があります。

お問い合わせ先

保健福祉課福祉係

TEL 6 2-1111(内 線 122)

「高森町消防団辞令交付式」が

林業総合センターで行われまし

た。

式では、荒牧団長から階級変

更に伴う43人 と新入団員11人に

辞令が交付され、新入団員全員

が 「忠実に消防の義務を遂行す

ることを厳粛に誓います」と宣

誓しました。

なお、本年度の消防団員数は

279人です。

13121110987654321
」、 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分
U団 団 団 団 団 団 団 団 団 団 団 団 団
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本
部
員●
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発
点

始
め
良
け
れ
ば
終
り
よ
し

る
　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
鍵
渡
し
と
る

さ
ん
　
持
て
成
し
上
手
奨
め
上
手

大
志
抱
い
た
村
の
駅

寝
太
郎
が
　
い
つ
も
終
点
迄
乗
ら
す

出
発
点
　
茶
碗
ニ
ッ
が
総
資
本

花
　
飯
場
に
も
居
る
文
化
人

よ
か
奥
さ
ん
　
補
充
忘
れ
ん
酒

・
ビ
ー
ル

出
発
点
　
村
は
合
併
し
た
も
ん
の

一化
　
掲
き
た
て
餅
の
ご
た
る
肌

出
発
点
　
今
日
か
ら
御
飯
減
ら
し
ま
す

甘
す
ぎ
る
　
遠
慮
し
と
く
が
良
か
ご
た
る

■
幹
部
と
各
分
団
長

団
長
　
　
　
　
荒
牧

副
団
長
　
　
　
吉
良

瀬
井

本
田

後 松 桐 佐
藤 嶋 原 藤

■
新
入
団
員

３
分
団
１
部

４
分
団
１
部

５
分
団

７
分
団

８
分
団

（Ж
）

分
団

分
団

分
団

Ｑ
υ

９
″

佐
野
　
廣
徳

荒
牧
祐

一
郎

桐
原
　
正
太

本
田
　
裕
貴

杉
永
　
健
太

谷
川
　
洋

一

糸
永
　
　
興

後
藤
　
優
介

荒
牧

住
吉

一月
一昌

嘉
人

正
三

勝
幸

冨
永
　
刀
男

渡
邊
　
博
実

岩
下
　
一
夫

後
藤
　
勝
博

本
田
　
利
直

赤
木
　
哲
政

工
藤

　

栄

矢
津
田
勇
次

高
崎
　
堅
誌

本
田
　
逸
雄

岡
田
　
　
清

後
藤
　
　
孝

高
倉
　
清
孝

岩
下
　
良
治

佐
藤
　
武
文

瀬
井
　
悦
老

真
井
　
正
次

安
藤
　
吉
孝

2    1  1
音「   音「 部

久  和 裕 勇
利  秋 一 太

消防団員の技術向上と士気高揚を図り、消防活動

の進歩充実に貢献することを目的に 「消防団玉落と

し競技大会」が開催されました。

この競技は、開始線から合図によリスタートし、あら

かじめ止めてある自動車・小型ポンプを起動させ、50

m先にある標的まで3本のホースをつなぎます。そして、

高さ約20mに吊り下げられたカゴの中のボール2個を地

上に落とすまでのタイムを競うものです。

あいにくの雨のため、会場を高森中央小学校から

役場駐車場に移して行なわれた大会では、自動車ポ

ンプの部に 3チーム、小型ポンプの部に16チームが

出場。各チームが正確な放水テクニックと機械操作、

チームワークの良さを十分発揮し、全チームが見事

玉を落としました。

愛
子

洋 白 重
子 酔 信

佐
楢
見
乱
坊

馬
原
　
馬
笑

松
山
キ
ヨ
子

後
藤
　
信
子

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

岡
本
　
琴
司

上
井
加
根
女

摯 消防団辞令交付式・玉落とし競技大会

出
発
点
　
さ
ァ
合
併
で
夢
ひ
ら
く

花
　
無
言
の
愛
に
癒
や
さ
る
る

よ
か
奥
さ
ん
　
参
観
日
に
は
親
代
り

久
び
さ
に
家
紋
は
た
め
く
鯉
の
ば
り

阿
蘇
火
口
音
な
く
噴
き
て
山
笑
ふ

落
椿
掃
く
に
は
惜
し
い
紅
の
色

マ
ネ
キ
ン
の
装
ひ
す
で
に
春
の
色

鯉
の
ば
り
六
十
年
目
の
空
に
舞
ふ

山
吹
の

一
枝
折
れ
ば
花
の
散
り

久
び
さ
に
心
は
ず
ま
せ
春
の
句
座

●   ●

昭 ウ 澄 喜 喜 ミ 晴
ミ    ズ

子 オ 子 弥 弥 ホ 雄
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佐
藤
多
可
男

森
川
そ
よ
子

浦
塚
　
南
天
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●自動車ポンプの部●

優 勝 8分団 1部

●小型ポンプの部●

優 勝 8分団 2部

第 2位 4分団 1部

第 3位  2分団 2部

(前原・小倉原 )

(村 山)

(菅 山)

(洗川・大村・中原)
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税
務
職
員
（税
務
大
学
校
生
）募
集

夏
季
に
お
け
る
山
岳
遭
難
の
防
止

人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員

（税
務
大
学

鰤

校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

税
務
職
員
に
は
、
仕
事
の
性
質
上
、
豊
か
な
人
間
性
と

”

高
度
の
知
識
が
要
求
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（税
務
）
試
験
に
合
格
し
採
用

一

さ
れ
ま
す
と
、
全
員
が
税
務
大
学
校
普
通
科
に
入
校
し
、　
一

１３
か
月
間
、
大
学
水
準
の
教
養
と
税
務
職
員
と
し
て
必
要

一

な
専
門
知
識
を
修
得
す
る
た
め
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に

一

な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、
国
税

一

の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

な
お
、
募
集
要
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
¨

○
受
験
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ч

昭
和
６０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に

¨

生
ま
れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
中

○
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輌

○
申
込
書
の
受
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

６
月
２１
日

（火
）
～
６
月
２８
日

（火
）
（消
印
有
効
）
　

］

○
第
１
次
試
験
　
９
月
４
日

（日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
「

饉
参
加
申
込

・
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

人
事
院
九
州
事
務
局
　
ＴＥＬ
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

彗

能
策
百
屈
世
回Ｔ全
震
菱
一課
　
ＴＥＬ
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

一

阿
蘇
税
務
署
総
務
課
　
■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

一

夏
季

（６
月
～
８
月
）
期
間
に
お
い
て
は
、
家
族
や
職

”　
〇
天
気
予
報
や
気
象
状
況
に
気
を
つ
け
る
。

●   ●

●   ●

秋篠宮殿下
阿蘇野草園をご視察

秋篠宮殿下が休暇村南阿蘇の阿蘇野草園をご視察

になりました。

午前中、阿蘇の司ビラパークホテルで開催された

「生き物文化誌学会」にご出席された秋篠宮殿下は、

午後からご来町され、青空が広がる暖かい天気の中、

藤本町長や休暇村南阿蘇の後藤秀徳施設課長ととも

にビジターセンターや阿蘇野草園などを歩いて回ら

れました。

高森中女子ソフトボール部
城北地区大会優勝

城北地区中学女子ソフトボール大会が阿蘇市農村

公園あぴかで開催され、高森中学校女子ソフトボー

ル部が日頃の練習成果を発揮し、見事優勝しました。

4チームが出場した大会では、1回戦で菊陽中学校

に13対 3、決勝戦で阿蘇中学校に4対 1で勝利しました。

後藤ちなみ主将は「中体連では一の宮中学校に

勝って県大会に出場したい」と話していました。
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高森東小学校
みどりの少年団結団式

高森東小学校で 「みどりの少年団結団式」が行な

われました。

式では、山下校長のあいさつ、熊本県林務課の古

閑課長による講話に続いて、芹口勇喜団長と安藤龍

哉副団長が決意表明を述べました。

団員は全校生徒60人で、少年団キャンプヘの参加、

炭焼き体験、そばの収穫、地域老人との交流、スキー

体験学習、地域の美化活動などを行う予定です。

春季ナイターソフトボール大会
5月 16日 から「春季ナイターソフトボール大会」

が山村広場で開催されました。大会には 8チームが

参加し、息詰まる熱戦が繰り広げられました。

結果は次のとおりです。

優 勝 旭球友

準優勝 南 球

第 3位 ダウンタウン

敢闘賞 SHOWAデ ィズニーズ

最優秀選手賞 飯塚 伸祐 (旭球友)

優 秀 選 手 賞 岩下 博幸 (南 球)

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

場
で
の
気
軽
な
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
を
楽
し
む

“

人
た
ち
が
多
く
、
遭
難
事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
　

一

ま
た
、
阿
蘇
山
系
は
、
火
山
活
動
レ
ベ
ル
３
（小
中
規
模

一

噴
火
活
動
発
生
の
可
能
性
～
４
月
末
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、　
一

今
後
、
活
動
の
活
発
化
・
火
山
ガ
ス
の
発
生
・
噴
火
も
予
想

一

さ
れ
ま
す
。
火
山
情
報
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
一

こ
の
時
期
に
登
山
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
を
よ
く

一

守
っ
て
安
全
な
登
山
を
し
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
余
裕
あ
る
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

。
服
装
や
装
備
品
等
は
入
山
前
に
十
分
点
検
し
、
取
扱
い

］

に
も
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

・
単
独
登
山
は
避
け
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

・
経
験
や
技
術
、
体
力
に
合
っ
た
登
山
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

¨

・
出
発
前
に
気
象
情
報
を
必
ず
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
　
　
　

価

・
適
度
に
休
憩
を
と
り
、
無
理
な
登
山
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
中

・
無
線
機
等
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。
携
帯
電
話
を
持

っ
て

¨

い
る
方
は
、
必
ず
携
行
し
、
電
池
切
れ
に
備
え
て
予
備

ロ

電
池
も
準
備
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

・
ゴ
ミ
は
、
放
置
せ
ず
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
一

・
農

・
林
業
の
方
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い

一

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

水
害
や
台
風
の
季
節
が

や

っ
て
き
ま
し
た

梅
雨
時
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
、
洪
水
が
起
こ
り
や
す

い
時
期
に
は
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ

。
新
聞
の
天
気
予
報
に

注
意
し
、
天
気
の
移
り
変
わ
り
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

大
雨
や
洪
水
等
の
各
注
意
報

。
警
報
は
テ
レ
ビ

。
ラ
ジ
オ

で
も
流
れ
る
た
め
、
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
よ
う
。

○
非
常
食
や
持
ち
出
す
物
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
。

非
常
食
に
は
、
調
理
の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
水
も
あ
ま

り
使
用
し
な
い
も
の

（レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰
等
）
を
選

び
ま
す
。
飲
料
水
も
忘
れ
ず
に
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池
も
忘
れ
ず
に
用
意
し

て
お
き
ま
し
よ
う
。

○
避
難
場
所
や
避
難
路
を
確
認
し
て
お
く
。

地
区
ご
と
に
、
緊
急

。
災
害
時
に
避
難
す
る
場
所

（学

校
や
集
会
所
等
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「自
分
の
地

区
の
避
難
場
所
が
ど
こ
な
の
か
、
そ
こ
へ
安
全
に
行
く
た

め
に
は
ど
う
行
け
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
普
段
か

ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
大
雨
や
台
風
に
備
え
て
家
の
周
り
を
点
検
整
備
し
て
お
く
。

家
の
周
り
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
な
い
か
、

雨
戸
や
瓦
、
雨
ど
い
な
ど
は
痛
ん
で
な
い
か
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の
前
の
排
水
溝
が
詰
ま
っ
た

り
し
て
い
な
い
か
な
ど
の
確
認
も
必
要
で
す
。
普
段
か
ら

の
確
認
と
整
備
が
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
結
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。
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ト
ー
Ｆ

♂

年齢を重ねると身体的な衰えなどが出てきますが、「生き生き
′

と若々しく」いつまでも健康に したいものですね。

じ
ん
　
　
け
ん

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

人
権
っ
て
何
だ
ろ
う
？

人
は
だ

れ

で
も
、

そ
れ
ぞ

れ

の
個
性

や
能
力

を
生

か
し

て

自
分
自
身
の
人
生
を
築
い
て
い
こ
う
と
し
ま
す
。
ど
ん
な
人
生
を

築
く
か
は
、
個
人
の
自
由
で
あ
り
、
権
力
に
強
制
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

に

ほ

ん

こ
く

け

ん

ぽ

う

　

　

ほ

し
よ
う
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

ほ
ん

で
き

じ
ん
け
ん

日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

「人
権
を
守
る
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。」

「基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
我
が
国
の
人
権
宣
言
で
あ
る
と
い
え

ま
す
」

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
人
権
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
幼
児
や
児
童
虐
待
、
配
偶
者
や
女
性

へ
の
暴
力
、

障
害
者
、
高
齢
者
、
外
国
人
、
ハ
ン
セ
ン
病
等
、
差
別
問
題
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
が
、
人
権
の
知
識
と
し
て
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
態
度
や
行
動
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
、
自
分
の
権
利
は

主
張
す
る
が
、
他
人
の
権
利
は
尊
重
し
な
い
な
ど
の
自
分
勝
手
な

こ
と
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

介
護
保
険

陽
鰊
な
で
も
生
き
儘
淋
蒻
々
し
＜

ヘ
ル
バ
ー
さ
ん
や
福
祉
用
具
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
と
…

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
る
と
、
介
護
の
度
合
い
と
日
々
の
生
活
状
態
に
応
じ
て
介
護
保
険
を
使

っ

た
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
ら
れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
管
理
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー

さ
ん
の
介
護
を
受
け
た
り
、
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
し
て
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
こ
と
だ
け
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
福
祉
用
具
の
利
用
に
つ
い
て
も
本
当
に
自
分
の
た
め
に
な
る
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
介
護
保
険
制
度
は
み
ん
な
で
育
て
る

「助
け
合
い
制
度
」
で
す
。
ま
ず
は
み
ん
な
が
健
康
に
過

ご
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
も
し
も
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
老
後
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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・
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１

１
．
．
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一
　

　

　

　

　

〓

　

　

　

　

一

熊

本

本
県
知
事

お
り

「平

員
実
務

午
前
１０
時
開
始

○
会
　
場
　
熊
本
学
園
大
学

○
受
験
資
格

原
則
と
し
て
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年

（
一
部
１０

年
）
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

○
試
験
案
内
の
配
布
期
間

６
月
１３
日

（月
）
～
７
月
１５
日

（金
）

○
試
験
案
内
の
配
布
場
所

内 村 本７

月

４

○
受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
期
間
中
に

「簡
易
書

留
」
に
よ
り
県
社
会
福
祉
協
議
会

10

第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
が
実
施
さ
れ
ま
す

第
３
号
被
保
険
者

（厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
す
る
方
の
被
扶
養

配
偶
者
）
の
届
出
の
特
例
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
が
遅
れ

た
と
き
に
は
、
２
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ

っ
て
第
３
号
被
保
険
者
の

「納
付

済
み
期
間
」
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
前
の
期
間
は
、
「保
険
料
未
納
期
間
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
１７
年
４
月
か
ら
は
、
特
例
の

届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

っ

て
、
２
年
以
上
前
の
期
間
も
第
３
号

被
保
険
者
の

「納
付
済
み
期
間
」
と

し
て
取
り
扱
い
、
将
来
そ
の
分
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
（
ま
だ
年
金
を
も

ら

っ
て
い
な
い
方
も
、
既
に
年
金
を

も
ら

っ
て
い
る
方
も
、
い
ず
れ
も
対

象
と
し
て
い
ま
す
）

※
自
分
の
届
出
や
資
格
等
を
確
認
さ

れ
た
い
方
は
、
高
森
町
役
場
国
民

年
金
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保険料未納の扱い 保険料納付済期間 保険料納付済期間

保険料納付済期間保険料納付済期間 保険料納付済期間

改正前
2年間

による 現在▼

改正後
2年間

▼

▼昭6■4  ▼第 3号該当   ▼原則による遡及 ▼届出   現在▼

▼昭614  ▼第 3号該当

晰
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所

住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

７

１

２

５

０

０

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）
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住民生活課 同和対策係

若々しさを保つ  =

ち

し
き
　
　
　
　
た
い

ど
　
　
　
し
め

　
　

じ
っ
せ
ん

知
識
か
ら
態
度
で
示
す
実
践
ヘ つ

ヽ
ョ

θ
ヽ

上
ヽ
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八寝
た
き
り
に
な
る

お
そ
ろ
し
さ

早
く
起
き
上
が
り
た
い
！

自
分
で
歩
き
た
い
！

ま
だ
６０
歳
前
の
Ａ
さ
ん
は
、

交
通
事
故
で
大
き
な
怪
我
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

幸

い
生
命
に
関
わ
る

こ
と
は

な
く

一
安
心
し
た
と

こ
ろ
で
す

が
、
頭
部
と
脊
椎

の
損
傷
な
ど

で
ｌ
ヶ
月
以
上
ベ

ッ
ト
に
寝
た

ま
ま

の
絶
対
安
静

の
状
態

に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
間
、

Ａ
さ
ん
は
元
の
よ

●

0
ヽ ｀

ヽ

う
に
元
気
に
な
る
か
の
不
安
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ベ
ッ
ド
の

上
で
排
便
排
尿
を
済
ま
せ
る
こ

と
に
な
り
、
看
護
師
さ
ん
や
家

族
に
そ
の
始
末
を
し
て
も
ら
う

と
き
は
、
と
て
も
申
し
訳
な
く

そ
し
て
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

幸

い
内
臓

に
は
異
常
が
な

か

っ
た
こ
と
か
ら
、
食
事
は
普

通
に
と
れ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん

ど
寝
た
ま
ま
の
状
態
で
と
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
、
毎
日
天
丼
ば
か
り
を

見
て
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
と
に
か

く

一
日
も
早
く
回
復
し
て
起
き

′′

・
　

●

上
が
り
た
い
と
そ
れ
ば
か
り
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、

Ａ
さ
ん
は
順
調

に
回
復
し
て
ベ

ッ
ド
か
ら
起
き

上
が
る
と
き
が
や

っ
て
き
た
の

で
す
。

両
脇
か
ら
支
え
ら
れ
な

が
ら
、

Ａ
さ
ん
は
起
き
上
が
ろ

う
と
し
ま
し
た
が
、

ム
カ
ム
カ

と
吐
き
気
が
し
て
気
持
ち
が
悪

く
な
り
、
起
き
上
が
る
ま

で
何

時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。

こ
れ

は
心
臓
が
横

に
血
液
を
送
る

こ

と
に
慣
れ
て
い
て
頭
部
に
血
液

が
届
き
に
く
い
こ
と
か
ら
起

こ

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
や

っ
と

立
ち
上
が

っ
て
も
、

足
の
筋
力

が
衰
え
て
し
ま

っ
て
お
り
、
す

ぐ
に
は
歩
け
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
リ
ハ
ビ
リ
を

一
生

懸
命
し
て
全
快
し
た
Ａ
さ
ん
で

す
が
、
た

っ
た
ｌ
ヶ
月
の
寝
た

き
り
状
態
か
ら
本
当
の

「寝
た

き
り
」
に
な
る
お
そ
ろ
し
さ
を

感
じ
た
そ
う
で
す
。

一
度
床
に
つ
く
と
こ
の
よ
う
な

状
態
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
日
頃
、
で
き
る
こ
と
は
何
で

も
自
分
で
し
て
、適
度
な
運
動
と
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
な

ど
気
を

つ
け
て
心
身
共
に
健
康

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

（あ
る
交
通
事
故
入
院
者
の
手
記
か
ら
）

鰺瓢.弧‰斑
電穐

f還塑

・`
/

t′
口`

′

議′

●

「

より良い老後を家族と過ごすために

シルバー 110薔

れ
ｎ
Ｕ

ば
８

れ
０

は
８一

副
５

‐こっ２
訪
３一６９０

●   ●

●   ●

へ圭シ
まだまだ働いていたい|すど、仕事がなかなか見つからない。

財産 。借金問題や親の介護について、どうしたらいいかわからない。

平 日 月～金

9:00へ 1́6100
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繹栞の炒り煮
□材料 (1人分)

にんじん20g、 れん

こん20g、 ごぼう20
g、  こんにゃく20g、

さやえんどう6g、 サ

ラダ油小さじ1、 濃口

しょうゆ小さじ1、 砂

籾ク」ヽさじ1

□作 り方

①にんじん、れんこんは乱切り、ごぼうは斜め薄切 り、

こんにゃくは一口大に切っておく。さやえんどう

は色よく姉でる。

②鍋で野菜を炒め、油がまわったら、水を加え、柔

らかく煮る。

③火が通ったら調味料を加え炒 りつけ、さやえん ど

うを散 らし、盛 り付ける。

歯と口にやさしい

生活習慣のポイント!

歯の表面を覆うエナメル質はカルシウムが主成

分。また歯の土台はタンパク質でできています。歯

を丈夫にするために、バランスの取れた食生活を送

り、意識してカルシウムを取るようにしましょう。

★よく噛んで食べることも大切 !

元気な歯と歯く
゛
きを作るために、普段の食生活

を見直し、根菜類や小魚など噛みごたえのあるメ

ニューをプラスしましょう。

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

保
健
事
業
紹
介
！

数
分
で
酸
が
強
く
な
り
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
状
態
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
ダ
ラ
ダ
ラ
と
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す

る
と
常
に
国
の
中
が
酸
性
で
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
、
進

行
し
や
す
い
状
態
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
回
の

中
に
長
く
残
っ
て
い
る
あ
め
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
も
同

じ
よ
う
な
状
態
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

。
乳
酸
菌
飲
料
や
イ
オ
ン
飲
料
を
小
さ
い
頃
か
ら
飲
ま
せ
て

い
る
。
ま
た
今
も
よ
く
飲
ま
せ
て
い
る
。

乳
酸
菌
飲
料
の
約
半
分
は
糖
質
で
す
。
イ
オ
ン
飲
料
も
か

な
り
の
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

〈む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
は
〉

＊
砂
糖
を
取
り
過
ぎ
な
い
。

＊
歯
磨
き
を
き
ち
ん
と
す
る
。

＊
歯
の
質
を
強
く
す
る
。
（歯
に
フ
ッ
素
を
塗

っ
た
り
、

フ
ッ
素
の
入
っ
た
溶
液
で
う
が
い
を
す
る
）

＊
食
事
と
お
や
つ
の
時
間

を
決
め
る
。

◆

１
歳

児

歯

科

健

診

「
よ
い
歯

の
教
室
」

生
後
６
か
月
頃
か
ら
前

歯
が
生
え
始
め
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
１
歳
か
ら
１

歳
４
か
月
の
子
ど
も
と
保

護
者
を
対
象
に
、
む
し
歯

予
防
に

つ
い
て
お
話
し

と
健
診
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
教
室
を
受
け
る
と

フ
ッ
素
塗
布
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

胤

た́

′耽

―́―

リ

α孫

１
歳
６
か
月
児

。
３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
あ
る

お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
か
ら
の
お
話
し
や
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

・
お
や
つ
を
グ
ラ
グ
ラ
与
え
て
い
る
。

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
な
ど
の
む
し
歯
菌
は
、
歯
に
付
着

し
た
食
べ
か
す
の
糖
分
を
分
解
し
て
、
歯
の
表
面
の
エ

ナ
メ
ル
質
を
溶
か
す
酸
を
つ
く
り
出
す
た
め
、
国
の
中
は

●

●

12

高森町の3歳児むし歯保有状況

栄養士の
いただきま

～
|す

〃

高森町の1歳 6か月児むし歯保有状況

二
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型
５
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